
★新校時割★ 

健康チェック 8：00～ 8：30 

朝の活動   8：30～ 8：40 

１校時    8：40～ 9：25 

２校時    9：35～10：20 

中休み    10：20～10：35 

３校時    10：35～11：20 

４校時    11：30～12：15 

給 食       12：15～13：00 

昼休み    13：00～13：20 

５校時    13：25～14：10 

６校時    14：20～15：05 

下校指導   15：05～15：20 

清掃活動   15：20～15：30 

※教室消毒  15：45～16：15 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウィルス対応「花尾小学校 新しい学校生活様式」 
 学校再開にあたり，花尾小学校においても，新型コロナウィルス対応の

ための「新しい学校生活様式」を検討しています。まずは，学校での生活

時間の見直しを行いました。これまでの学校生活と大きく変わってくるも

のがあります。1つ目が，登校後の児童下足場前での健康チェックです。

これは，市内全小中学校で行われます。その対応もあり，朝休みに運動場

では遊べません。2つ目は，校時と校時の間の休憩時間をトイレ対応のた

めに5分から10分に変更しています。3つ目が，清掃時間と清掃方法の

変更です。清掃時間を下校指導後10分として場所も教室と廊下に制限し

ます。掃除方法は，少人数でほうきとモップを使って行います。雑巾で直

接床を拭かないようにします。3年生以上は，清掃担当グループを作り，

月～木を輪番で行います。その為，担当以外の日は，下校指導が終わった

ら帰ります。1年生・2年生は，当面清掃活動を行いません。トイレ掃除

については，教職員が行います。さらに，児童が下校した後に，毎日，担

任が教室を消毒するようになっています。その作業時間もあるので，児童

の下校時間も少し早くなっています。その為，これまで行っていた放課後

補充学習も実施が難しい状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
花尾小学校 学校通信 № ３ 令和２年 ５月２５日 発行 

北九州市立花尾小学校 

校長 麻 生 和 秀 

＜学習について＞ 

 26日（火）から授業を行っていきます。心配されてい

る前年度の未実施分については，教育委員会より実施の仕

方がきています。教科によって実施時数が異なりますが，

新学年の学習に入る前に行う学習や新学年の学習と組み

合わせて行う学習等，内容によって取扱いの時期を変更し

ます。未実施の学習については，臨時のカリキュラムに組

み込まれていますので，それに沿って確実に学習を行って

いきます。また，新学年の教科・学習内容によっては，音

読・話合い活動・発表・観察・実験・見学・歌唱・器楽演

奏等の学習方法では，教員や児童がフェイスシールドを着

用して活動したり，デジタル機器を活用したり等，制限・

工夫しながら行うようになります。さらに，内容によって

は次年度に移行するものもあります。例えば，体育科の水

泳学習は，本年度は行わず，次の学年で併せて行うように

なっています。 

 授業時数については，北九州市では，２学期制と夏休

み・冬休みの短縮，学校行事の精選・縮小等に伴い何とか

確保ができる状況です。しかし。今後も２波やインフルエ

ンザ等の休校も考えられます。それに向けての準備も進め

ていかなければなりません。様々な場面を想定しながら対

応を考えていきたいと思います。ご理解とご支援・ご協力

をお願いいたします。 

  

＜生活について＞ 

 休み時間や給食時間等の過ごし方も大きく見直

していきます。 

 マスクの着用・手洗いの徹底・換気・ソーシャル

ディスタンスを基盤とした生活になってきます。 

休み時間では，できるだけ体の接触を防ぐような

遊びを行うように指導します。バスケットボールや

遊具での遊びを当面禁止します。室内では，トラン

プやかるた，読書など行いますが，マスクやフェイ

スシールドの着用と手洗いを励行します。移動する

ときは，常にソーシャルディスタンスを意識させて

いきます。また，道具の貸し借りは，行わないよう

にします。トイレは，室内が密にならないように人

数を制限し，外でソーシャルディスタンスを考えて

待つようにします。 

給食時間は，運搬方法や配膳方法・食べ方等を検

討しています。また，用具の貸し借りができないた

め，箸忘れの無いように朝の健康チェックとともに

準備をお願いします。 ＊ハンカチも忘れずに！ 

今後も様々な対応が予想されますが，マスクの着

用・手洗いの徹底・換気・ソーシャルディスタンス

が基盤となってきます。ご家庭においても，子ども

達へのご指導をお願いいたします。 


